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課外活動中の熱中症予防対策のご協力について（お願い） 

 

向暑の候、皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

監督及び指導者の皆様におかれましては、平素から本学学生の課外活動について格別のご高配を 

賜り、厚く御礼申し上げます。 

皆様には日頃から、学生の課外活動中の体調管理にはご尽力いただいておりますが、今年度も、 

熱中症に関するご配慮、予防対策をお願い申し上げます。 

本学でも課外活動中の熱中症が毎年報告されており、救急搬送されるケースも発生しております。 

熱中症は、場合によっては命を落とす危険性もありますので、その予防が重要です。 

大学では、学校保健安全法に基づき、学生に下記の通り熱中症の予防対策について指導して参り 

ます。監督及び指導者の皆様におかれましても、現場での更なるご協力をお願い申し上げます。 

ご参考までに、熱中症予防対策に関する資料を同封していますので、ご活用ください。              

 

                                          記 

 

１．日常の体調管理  ：朝食をとる、栄養バランスの良い食事をとる、十分に睡眠をとるなど。 

２．体 調 確 認     ：練習前に各自体調を確認し、体調が万全でない時は課外活動を中止する。          

幹部は、適宜部員の体調を確認し、不調を伝えやすい雰囲気づくりを行う。 

３．気象状況の確認  ：熱中症のリスクが高い日は、活動を控える。 

（熱中症は室内においても発生するため注意する。） 

４．休憩と水分補給  ：活動前、活動中の定期的な休憩と水分・電解質補給を促す。 

５．発症時の対応    ：発症を疑う場合には直ちに応急処置を行い、必要時医療機関を受診する。 

６．学生課への届出   ：受診を要する熱中症の際は、本人がMoodleにて事故発生報告を行う。 

 

 

本件につきまして、ご不明な点などがございましたら、下記までご連絡ください。 

 

     
連絡先：  学生課  課外活動担当  092-823-3311 

                 保健管理室    092-823-3316 



～熱中症対策について～ 

 

以下をご参考に早めの熱中症対策や学生への周知をよろしくお願いいたします。 

【予防】 

 暑さに徐々に慣らしていく 

（2 週間でからだは慣れる。初夏のやや暑い、ややきつい環境で 30 分の運動をする） 

 防災メール・ライン等で福岡県・福岡市が発信している熱中症情報を確認し、当日

の活動の検討をする 

 活動の実施、中止を判断する人を必ず決める。（１～2 名） 

 休み時間を予定に必ずいれる（30 分に 1 回以上） 

 炎天下の日中の部活動は避ける。屋外の場合、涼しい時間に必ず実施する 

 冷たい飲料や塩分を準備する 

【熱中症になった場合の処置】 

１）涼しい場所で衣服をゆるめ、水分、塩分の補給 

２）皮膚を濡らして、扇風機やうちわであおぐ、氷やアイスパックで冷やす。 

３）冷やした水のペットボトル、氷、氷のうをわきの下、首の付け根の両方、太ももの

両方の付け根に当てる。 

１）～３）で治れば軽症（無理せず、帰宅して療養しましょう） 

【重症、すなわち医療機関へ搬送すべき場合】 

症状が強く、吐き気、嘔吐で水分補給できない 

→「ペットボトルを開けて自分で飲むことのできないくらい」のときは医療機関へ 

 

【参考文献】 

・UNIVAS 一般社団法人 大学スポーツ協会 安全安心委員会作成 「安全安心ガイドライン」 

スポーツ基本計画（第２次、2017～）等に基づく、日本初の大学横断的、競技横断的な大学スポーツ統括組織。 

 

 

 

【保健管理室：092-823-3316】 






